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【手続補正書】
【提出日】平成28年12月15日(2016.12.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式（Ｉ）の化合物又はその薬学的に許容される塩。

　（式中、

が、単結合又は二重結合を表し；
　Ｒ１が、水素、Ｒｚ、又はＣ（Ｏ）Ｒｚであり、ここで、Ｒｚが、任意に置換されるＣ

１～６アルキルであり；
　Ｌが、－Ｎ（Ｒ）Ｃ（Ｏ）－、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ）－、－Ｎ（Ｒ）Ｃ（Ｏ）Ｏ－、又は
ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒ）－であり；
　各Ｒが、独立して、水素又は任意に置換されるＣ１～６脂肪族であり；
　Ａｒが、窒素、酸素、および硫黄から独立して選択される０～４個のヘテロ原子を有す
る単環式又は二環式芳香環であり、ここで、原子価が許容される場合、Ａｒが、０、１、
２、３、４、又は５つのＲｙ基で置換され；
　各Ｒｙが、独立して、ハロ、－ＣＮ、－ＮＯ２、任意に置換される脂肪族、任意に置換
されるカルボシクリル、任意に置換されるアリール、任意に置換されるヘテロシクリル、
任意に置換されるヘテロアリール、－ＯＲＡ、－Ｎ（ＲＢ）２、－ＳＲＡ、－Ｃ（＝Ｏ）
ＲＡ、－Ｃ（Ｏ）ＯＲＡ、－Ｃ（Ｏ）ＳＲＡ、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（ＲＢ）２、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（
ＲＢ）Ｎ（ＲＢ）２、－ＯＣ（Ｏ）ＲＡ、－ＯＣ（Ｏ）Ｎ（ＲＢ）２、－ＮＲＢＣ（Ｏ）
ＲＡ、－ＮＲＢＣ（Ｏ）Ｎ（ＲＢ）２、－ＮＲＢＣ（Ｏ）Ｎ（ＲＢ）Ｎ（ＲＢ）２、－Ｎ
ＲＢＣ（Ｏ）ＯＲＡ、－ＳＣ（Ｏ）ＲＡ、－Ｃ（＝ＮＲＢ）ＲＡ、－Ｃ（＝ＮＮＲＢ）Ｒ
Ａ、－Ｃ（＝ＮＯＲＡ）ＲＡ、－Ｃ（＝ＮＲＢ）Ｎ（ＲＢ）２、－ＮＲＢＣ（＝ＮＲＢ）
ＲＢ、－Ｃ（＝Ｓ）ＲＡ、－Ｃ（＝Ｓ）Ｎ（ＲＢ）２、－ＮＲＢＣ（＝Ｓ）ＲＡ、－Ｓ（
Ｏ）ＲＡ、－ＯＳ（Ｏ）２ＲＡ、－ＳＯ２ＲＡ、－ＮＲＢＳＯ２ＲＡ及びＳＯ２Ｎ（ＲＢ

）２からなる群から選択され；
　各ＲＡが、独立して、水素、任意に置換される脂肪族、任意に置換されるカルボシクリ
ル、任意に置換されるヘテロシクリル、任意に置換されるアリール、および任意に置換さ
れるヘテロアリールからなる群から選択され；
　各ＲＢが、独立して、水素、任意に置換される脂肪族、任意に置換されるカルボシクリ
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ル、任意に置換されるヘテロシクリル、任意に置換されるアリール、および任意に置換さ
れるヘテロアリールからなる群から選択され、又は２つのＲＢ基が、それらの介在原子と
一緒になって、任意に置換される複素環を形成し；
　Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７、およびＲ８が、独立して、水素、ハロ、又は任意に置換される脂肪
族であり；
　各Ｒｘが、独立して、ハロ、－ＣＮ、任意に置換される脂肪族、－ＯＲ’、および－Ｎ
（Ｒ”）２からなる群から選択され；
　Ｒ’が、水素又は任意に置換される脂肪族であり；
　各Ｒ”が、独立して、水素又は任意に置換される脂肪族であり、又は２つのＲ”が、そ
れらの介在原子と一緒になって、複素環を形成し；
　原子価が許容される場合、ｎが、０、１、２、３、４、５、６、７、８、９、又は１０
であり；
ここで、特に規定されない限り、
　ヘテロシクリル又は複素環式が、環炭素原子および１～４個の環ヘテロ原子を有する３
～１０員非芳香環系の基を指し、各ヘテロ原子が、独立して、窒素、酸素、および硫黄か
ら選択され；
　カルボシクリル又は炭素環式が、前記非芳香環系中に３～１０個の環炭素原子および０
個のヘテロ原子を有する非芳香族環状炭化水素基の基を指し；
　アリールが、単環式又は多環式芳香環系であって、前記芳香環系に提供される６～１４
個の環炭素原子および０個のヘテロ原子を有する単環式又は多環式芳香環系の基を指し；
　ヘテロアリールが、５～１０員単環式又は二環式の４ｎ＋２個の芳香環系であって、前
記芳香環系に提供される環炭素原子および１～４個の環ヘテロ原子を有する５～１０員単
環式又は二環式の４ｎ＋２個の芳香環系の基を指し、各ヘテロ原子が、独立して、窒素、
酸素および硫黄から選択される。）又は許容される塩
【請求項２】
　前記化合物が、式（Ｉ－ａ）の化合物又はその薬学的に許容される塩である請求項１に
記載の化合物。

【請求項３】
　前記化合物が、式（Ｉ－ｂ）の化合物又はその薬学的に許容される塩である請求項１に
記載の化合物。

【請求項４】
　前記化合物が、式（Ｉ’）の化合物又はその薬学的に許容される塩である請求項１に記
載の化合物。
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【請求項５】
　前記化合物が、式（Ｉ’－ａ）の化合物又はその薬学的に許容される塩である請求項４
に記載の化合物。

【請求項６】
　前記化合物が、式（Ｉ’－ｂ）の化合物又はその薬学的に許容される塩である請求項４
に記載の化合物。

【請求項７】
　Ｌが－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ）－である請求項１～６のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項８】
　Ｌが－Ｎ（Ｒ）Ｃ（Ｏ）－である請求項１～６のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項９】
　Ｌが－ＯＣ（Ｏ）ＮＨ－である請求項１～６のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項１０】
　前記化合物が、式（ＩＩ）の化合物又はその薬学的に許容される塩である請求項１に記
載の化合物。

【請求項１１】
　前記化合物が、式（ＩＩ－ａ）の化合物又はその薬学的に許容される塩である請求項１
０に記載の化合物。

【請求項１２】
　前記化合物が、式（ＩＩ－ｂ）の化合物又はその薬学的に許容される塩である請求項１
０に記載の化合物。
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【請求項１３】
　Ｒ１が水素である請求項１～１２のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項１４】
　ｎが０である請求項１～１３のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項１５】
　ｎが１である請求項１～１３のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項１６】
　ｎが２である請求項１～１３のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項１７】
　Ａｒがフェニルである請求項１～１６のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項１８】
　Ａｒがヘテロアリールである請求項１～１６のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項１９】
　Ａｒが、窒素、酸素、および硫黄から独立して選択される１～３個のヘテロ原子を有す
る５～６員ヘテロアリールである請求項１８に記載の化合物。
【請求項２０】
　Ａｒがピリジルである請求項１９に記載の化合物。
【請求項２１】
　Ａｒが非置換である請求項１～２０のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項２２】
　Ａｒが、１つ又は２つのＲｙ基で置換される請求項１～２０のいずれか一項に記載の化
合物。
【請求項２３】
　Ａｒが、１つのＲｙ基で置換される請求項２２に記載の化合物。
【請求項２４】
　前記化合物が、式（ＩＩＩ）の化合物又はその薬学的に許容される塩である請求項１に
記載の化合物。

【請求項２５】
　前記化合物が、式（ＩＩＩ－ａ）の化合物又はその薬学的に許容される塩である請求項
２４に記載の化合物。
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【請求項２６】
　前記化合物が、式（ＩＩＩ－ｂ）の化合物又はその薬学的に許容される塩である請求項
２４に記載の化合物。

【請求項２７】
　前記化合物が、式（ＩＶ）の化合物又はその薬学的に許容される塩である請求項１に記
載の化合物。

【請求項２８】
　前記化合物が、式（ＩＶ－ａ）の化合物又はその薬学的に許容される塩である請求項１
に記載の化合物。

【請求項２９】
　前記化合物が、式（ＩＶ－ｂ）の化合物又はその薬学的に許容される塩である請求項１
に記載の化合物。

【請求項３０】
　前記化合物が、式（Ｖ）の化合物又はその薬学的に許容される塩である請求項１に記載
の化合物。

【請求項３１】
　前記化合物が、式（Ｖ－ａ）の化合物又はその薬学的に許容される塩である請求項１に
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記載の化合物。

【請求項３２】
　前記化合物が、式（Ｖ－ｂ）の化合物又はその薬学的に許容される塩である請求項１に
記載の化合物。

【請求項３３】
　前記化合物が、式（ＶＩ）の化合物又はその薬学的に許容される塩である請求項１に記
載の化合物。

【請求項３４】
　前記化合物が、式（ＶＩ－ａ）の化合物又はその薬学的に許容される塩である請求項１
に記載の化合物。

【請求項３５】
　前記化合物が、式（ＶＩ－ｂ）の化合物又はその薬学的に許容される塩である請求項１
に記載の化合物。

【請求項３６】
　前記化合物が、式（ＶＩＩ）の化合物又はその薬学的に許容される塩である請求項１に
記載の化合物。



(8) JP 2016-505596 A5 2017.2.2

【請求項３７】
　前記化合物が、式（ＶＩＩ－ａ）の化合物又はその薬学的に許容される塩である請求項
１に記載の化合物。

【請求項３８】
　前記化合物が、式（ＶＩＩ－ｂ）の化合物又はその薬学的に許容される塩である請求項
１に記載の化合物。

【請求項３９】
　前記化合物が、式（ＶＩＩＩ）の化合物又はその薬学的に許容される塩である請求項１
に記載の化合物。

【請求項４０】
　前記化合物が、式（ＶＩＩＩ－ａ）の化合物又はその薬学的に許容される塩である請求
項１に記載の化合物。

【請求項４１】
　前記化合物が、式（ＶＩＩＩ－ｂ）の化合物又はその薬学的に許容される塩である請求
項１に記載の化合物。
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【請求項４２】
　前記化合物が、式（ＩＸ）の化合物又はその薬学的に許容される塩である請求項１に記
載の化合物。

【請求項４３】
　前記化合物が、式（ＩＸ－ａ）の化合物又はその薬学的に許容される塩である請求項１
に記載の化合物。

【請求項４４】
　前記化合物が、式（ＩＸ－ｂ）の化合物又はその薬学的に許容される塩である請求項１
に記載の化合物。

【請求項４５】
　前記化合物が、式（Ｘ）の化合物又はその薬学的に許容される塩である請求項１に記載
の化合物。

【請求項４６】
　前記化合物が、式（Ｘ－ａ）の化合物又はその薬学的に許容される塩である請求項１に
記載の化合物。



(10) JP 2016-505596 A5 2017.2.2

【請求項４７】
　前記化合物が、式（Ｘ－ｂ）の化合物又はその薬学的に許容される塩である請求項１に
記載の化合物。

【請求項４８】
　前記化合物が、式（ＸＩ）の化合物又はその薬学的に許容される塩である請求項１に記
載の化合物。

【請求項４９】
　前記化合物が、式（ＸＩ－ａ）の化合物又はその薬学的に許容される塩である請求項１
に記載の化合物。

【請求項５０】
　前記化合物が、式（ＸＩ－ｂ）の化合物又はその薬学的に許容される塩である請求項１
に記載の化合物。

【請求項５１】
　前記化合物が、式（ＸＩＩ）の化合物又はその薬学的に許容される塩である請求項１に
記載の化合物。
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【請求項５２】
　前記化合物が、式（ＸＩＩ－ａ）の化合物又はその薬学的に許容される塩である請求項
１に記載の化合物。

【請求項５３】
　前記化合物が、式（ＸＩＩ－ｂ）の化合物又はその薬学的に許容される塩である請求項
１に記載の化合物。

【請求項５４】
　前記化合物が、式（ＸＩＩＩ）の化合物又はその薬学的に許容される塩である請求項１
に記載の化合物。

【請求項５５】
　前記化合物が、式（ＸＩＩＩ－ａ）の化合物又はその薬学的に許容される塩である請求
項１に記載の化合物。

【請求項５６】
　前記化合物が、式（ＸＩＩＩ－ｂ）の化合物又はその薬学的に許容される塩である請求
項１に記載の化合物。
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【請求項５７】
　前記化合物が、式（ＸＶ）の化合物又はその薬学的に許容される塩である請求項１に記
載の化合物。

【請求項５８】
　前記化合物が、式（ＸＶＩ）の化合物又はその薬学的に許容される塩である請求項１に
記載の化合物。

【請求項５９】
　前記化合物が、式（ＸＶＩＩ）の化合物又はその薬学的に許容される塩である請求項１
に記載の化合物。

【請求項６０】
　前記化合物が、式（ＸＶＩＩＩ）の化合物又はその薬学的に許容される塩である請求項
１に記載の化合物。

【請求項６１】
　前記化合物が、式（ＸＶ－ａ）の化合物又はその薬学的に許容される塩である請求項１
に記載の化合物。
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【請求項６２】
　前記化合物が、式（ＸＶＩ－ａ）の化合物又はその薬学的に許容される塩である請求項
１に記載の化合物。

【請求項６３】
　前記化合物が、式（ＸＶＩＩ－ａ）の化合物又はその薬学的に許容される塩である請求
項１に記載の化合物。

【請求項６４】
　前記化合物が、式（ＸＶＩＩＩ－ａ）の化合物又はその薬学的に許容される塩である請
求項１に記載の化合物。

【請求項６５】
　前記化合物が、式（ＸＶ－ｂ）の化合物又はその薬学的に許容される塩である請求項１
に記載の化合物。
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【請求項６６】
　少なくとも１つのＲｙが、ヘテロアリール又はヘテロシクリルである請求項１～２０お
よび２２～６５のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項６７】
　少なくとも１つのＲｙが、窒素、酸素、および硫黄から独立して選択される１～３個の
ヘテロ原子を有する５～６員ヘテロアリールである請求項６６に記載の化合物。
【請求項６８】
　少なくとも１つのＲｙが、１～３個の窒素を有する６員ヘテロアリールである請求項６
７に記載の化合物。
【請求項６９】
　少なくとも１つのＲｙがピリジルである請求項６８に記載の化合物。
【請求項７０】
　少なくとも１つのＲｙが、窒素、酸素、および硫黄から独立して選択される１～３個の
ヘテロ原子を有する５員ヘテロアリールである請求項６７に記載の化合物。
【請求項７１】
　少なくとも１つのＲｙが、任意に置換されるピラゾールである請求項７０に記載の化合
物。
【請求項７２】
　少なくとも１つのＲｙがピロールである請求項７０に記載の化合物。
【請求項７３】
　少なくとも１つのＲｙが、窒素、酸素、および硫黄から独立して選択される１～２個の
ヘテロ原子を有する５～６員ヘテロシクリルである請求項６６に記載の化合物。
【請求項７４】
　少なくとも１つのＲｙが、窒素、酸素、および硫黄から選択される１個のヘテロ原子を
有する５員ヘテロシクリルである請求項７３に記載の化合物。
【請求項７５】
　少なくとも１つのＲｙが、任意に置換されるピロリジンである請求項７４に記載の化合
物。
【請求項７６】
　少なくとも１つのＲｙが、窒素、酸素、および硫黄から独立して選択される１～２個の
ヘテロ原子を有する６員ヘテロシクリルである請求項７３に記載の化合物。
【請求項７７】
　少なくとも１つのＲｙが、任意に置換されるピペラジンである請求項７６に記載の化合
物。
【請求項７８】
　少なくとも１つのＲｙがモルホリンである請求項７６に記載の化合物。
【請求項７９】
　少なくとも１つのＲｙが、任意に置換される脂肪族である請求項１～２０および２２～
６５のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項８０】
　少なくとも１つのＲｙが、任意に置換されるＣ１～６アルキルである請求項７９に記載
の化合物。
【請求項８１】
　少なくとも１つのＲｙが、アリール、ヘテロアリール、又はヘテロシクリルで置換され
るＣ１～６アルキルである請求項８０に記載の化合物。
【請求項８２】
　少なくとも１つのＲｙが、－ＣＨ２－アリール、－ＣＨ２－ヘテロアリール、又はＣＨ

２－ヘテロシクリルである請求項８１に記載の化合物。
【請求項８３】
　少なくとも１つのＲｙが－Ｎ（ＲＢ）２である請求項１～２０および２２～６５のいず
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れか一項に記載の化合物。
【請求項８４】
　一方のＲＢが、任意に置換されるヘテロシクリルであり、他方のＲＢがＣ１～４アルキ
ルである請求項８３に記載の化合物。
【請求項８５】
　一方のＲＢが、任意に置換されるヘテロアリールであり、他方のＲＢがＣ１～４アルキ
ルである請求項８３に記載の化合物。
【請求項８６】
　一方のＲＢが、任意に置換されるシクロアルキルであり、他方のＲＢがＣ１～４アルキ
ルである請求項８３に記載の化合物。
【請求項８７】
　少なくとも１つのＲｙが－ＮＨＲＢである請求項８３に記載の化合物。
【請求項８８】
　ＲＢが、任意に置換されるヘテロシクリルである請求項８７に記載の化合物。
【請求項８９】
　ＲＢが、任意に置換されるヘテロアリールである請求項８７に記載の化合物。
【請求項９０】
　ＲＢが、任意に置換されるシクロアルキルである請求項８７に記載の化合物。
【請求項９１】
　少なくとも１つのＲｙが－ＳＯ２Ｎ（ＲＢ）２である請求項１～２０および２２～６５
のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項９２】
　少なくとも１つのＲｙが－ＳＯ２ＮＨＲＢである請求項９１に記載の化合物。
【請求項９３】
　少なくとも１つのＲｙが－ＳＯ２ＮＨ２である請求項９２に記載の化合物。
【請求項９４】
　少なくとも１つのＲｙが－Ｃ（Ｏ）Ｎ（ＲＢ）２である請求項１～２０および２２～６
５のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項９５】
　少なくとも１つのＲｙが－Ｃ（Ｏ）ＮＨＲＢである請求項９４に記載の化合物。
【請求項９６】
　少なくとも１つのＲｙが－Ｃ（Ｏ）ＮＨ２である請求項９５に記載の化合物。
【請求項９７】
　少なくとも１つのＲｙが－ＮＲＢＣ（Ｏ）ＲＡである請求項１～２０および２２～６５
のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項９８】
　少なくとも１つのＲｙが－ＮＨＣ（Ｏ）ＲＡである請求項９７に記載の化合物。
【請求項９９】
　少なくとも１つのＲｙが－ＮＨＣ（Ｏ）ＣＨ３である請求項９８に記載の化合物。
【請求項１００】
　少なくとも１つのＲｙが－ＮＲＢＳＯ２ＲＡである請求項１～２０および２２～６５の
いずれか一項に記載の化合物。
【請求項１０１】
　少なくとも１つのＲｙが－ＮＨＳＯ２ＲＡである請求項１００に記載の化合物。
【請求項１０２】
　少なくとも１つのＲｙが－ＮＨＳＯ２ＣＨ３である請求項１０１に記載の化合物。
【請求項１０３】
　少なくとも１つのＲｙが－ＯＲＡである請求項１～２０および２２～６５のいずれか一
項に記載の化合物。
【請求項１０４】
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　ＲＡが、任意に置換されるヘテロシクリルである請求項１０３に記載の化合物。
【請求項１０５】
　ＲＡが、任意に置換されるヘテロアリールである請求項１０３に記載の化合物。
【請求項１０６】
　ＲＡが、任意に置換されるシクロアルキルである請求項１０３に記載の化合物。
【請求項１０７】
　Ａｒが、以下の基からなる群から選択される請求項１～１６のいずれか一項に記載の化
合物。
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【請求項１０８】
　Ａｒが、以下の基からなる群から選択される請求項１～１６のいずれか一項に記載の化
合物。
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【請求項１０９】
　前記化合物が、以下に列挙された化合物及びその薬学的に許容される塩からなる群から
選択される請求項１に記載の化合物。
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【請求項１１０】
　前記化合物が、以下に列挙された化合物及びその薬学的に許容される塩からなる群から
選択される請求項１に記載の化合物。
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【請求項１１１】
　前記化合物が、以下に列挙された化合物及びその薬学的に許容される塩からなる群から
選択される請求項１に記載の化合物。



(67) JP 2016-505596 A5 2017.2.2



(68) JP 2016-505596 A5 2017.2.2



(69) JP 2016-505596 A5 2017.2.2



(70) JP 2016-505596 A5 2017.2.2



(71) JP 2016-505596 A5 2017.2.2



(72) JP 2016-505596 A5 2017.2.2



(73) JP 2016-505596 A5 2017.2.2



(74) JP 2016-505596 A5 2017.2.2



(75) JP 2016-505596 A5 2017.2.2



(76) JP 2016-505596 A5 2017.2.2



(77) JP 2016-505596 A5 2017.2.2



(78) JP 2016-505596 A5 2017.2.2



(79) JP 2016-505596 A5 2017.2.2



(80) JP 2016-505596 A5 2017.2.2



(81) JP 2016-505596 A5 2017.2.2



(82) JP 2016-505596 A5 2017.2.2



(83) JP 2016-505596 A5 2017.2.2



(84) JP 2016-505596 A5 2017.2.2



(85) JP 2016-505596 A5 2017.2.2



(86) JP 2016-505596 A5 2017.2.2



(87) JP 2016-505596 A5 2017.2.2



(88) JP 2016-505596 A5 2017.2.2



(89) JP 2016-505596 A5 2017.2.2



(90) JP 2016-505596 A5 2017.2.2



(91) JP 2016-505596 A5 2017.2.2



(92) JP 2016-505596 A5 2017.2.2



(93) JP 2016-505596 A5 2017.2.2



(94) JP 2016-505596 A5 2017.2.2



(95) JP 2016-505596 A5 2017.2.2



(96) JP 2016-505596 A5 2017.2.2



(97) JP 2016-505596 A5 2017.2.2



(98) JP 2016-505596 A5 2017.2.2



(99) JP 2016-505596 A5 2017.2.2



(100) JP 2016-505596 A5 2017.2.2



(101) JP 2016-505596 A5 2017.2.2



(102) JP 2016-505596 A5 2017.2.2



(103) JP 2016-505596 A5 2017.2.2



(104) JP 2016-505596 A5 2017.2.2



(105) JP 2016-505596 A5 2017.2.2



(106) JP 2016-505596 A5 2017.2.2



(107) JP 2016-505596 A5 2017.2.2

【請求項１１２】
　以下の化合物又はその薬学的に許容される塩。

【請求項１１３】
　化合物が、以下の化合物である請求項１１２に記載の化合物。

【請求項１１４】
　薬学的に許容される塩が、以下の化合物である請求項１１２に記載の化合物。
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【請求項１１５】
　請求項１～１１１のいずれか一項に記載の化合物又はその薬学的に許容される塩と、薬
学的に許容される賦形剤とを含む医薬組成物。
【請求項１１６】
　請求項１１２に記載の化合物又はその薬学的に許容される塩と、薬学的に許容される賦
形剤とを含む医薬組成物。
【請求項１１７】
　請求項１１３に記載の化合物と、薬学的に許容される賦形剤とを含む医薬組成物。
【請求項１１８】
　請求項１１４に記載の化合物と、薬学的に許容される賦形剤とを含む医薬組成物。
【請求項１１９】
　請求項１～１１２のいずれか一項に記載の化合物又はその薬学的に許容される塩および
その使用説明書を含むキット又は包装された医薬品。
【請求項１２０】
　化合物が、以下の化合物又はその薬学的に許容される塩である請求項１１９に記載のキ
ット又は包装された医薬品。

【請求項１２１】
　有効量の請求項１～１１２のいずれか一項に記載の化合物又はその薬学的に許容される
塩を含むＰＲＭＴ５を阻害する医薬組成物。
【請求項１２２】
　有効量の請求項１～１１２のいずれか一項に記載の化合物又はその薬学的に許容される
塩を含む遺伝子発現を改変する医薬組成物。
【請求項１２３】
　有効量の請求項１～１１２のいずれか一項に記載の化合物又はその薬学的に許容される
塩を含む転写を改変する医薬組成物。
【請求項１２４】
　有効な量の請求項１～１１２のいずれか一項に記載の化合物又はその薬学的に許容され
る塩を含むＰＲＭＴ５媒介性疾患を治療又は予防用医薬組成物。
【請求項１２５】
　前記疾患が増殖性疾患である請求項１２４に記載の医薬組成物。
【請求項１２６】
　前記疾患が癌である請求項１２５に記載の医薬組成物。
【請求項１２７】
　前記癌が、頭頸部扁平上皮癌、脳腫瘍、肝細胞癌、腎細胞癌、腎細胞癌、胆道癌、膵臓
癌、膵癌、 卵巣嚢胞腺癌、造血癌、肺癌、前立腺癌、メラノーマ又は膵臓癌である請求
項１２６に記載の医薬組成物。
【請求項１２８】
　前記疾患が代謝障害である請求項１２４に記載の医薬組成物。
【請求項１２９】
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　前記代謝障害が糖尿病である請求項１２８に記載の医薬組成物。
【請求項１３０】
　前記代謝障害が肥満である請求項１２８に記載の医薬組成物。
【請求項１３１】
　前記疾患が血液疾患である請求項１２４に記載の医薬組成物。
【請求項１３２】
　前記疾患が異常血色素症である請求項１３１に記載の医薬組成物。
【請求項１３３】
　前記疾患が鎌状赤血球貧血である請求項１３１に記載の医薬組成物。
【請求項１３４】
　前記疾患がβ－サラセミアである請求項１３１に記載の医薬組成物。
【請求項１３５】
　化合物が、以下の化合物又はその薬学的に許容される線である請求項１２１～１３４の
いずれか１項に記載の医薬組成物。
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